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(57)【要約】
【課題】任意の地点に到達するまでに要する走行時間を
予測するために必要な情報を、目的地が定まっていなか
ったり異なったりする車両間でやり取りすることのでき
る車車間通信装置を提供する。
【解決手段】取得情報解析部６は、車両状態情報取得部
５が取得する情報に基づき、車両が停止（または一定速
度以下）になると、その地点の位置情報と到達した時刻
情報とを情報蓄積部７へ蓄積する。情報抽出部９および
情報合成部１０は、情報蓄積部７の情報から任意の２地
点の位置、通過時刻、および当該２地点の走行時間を含
む区間情報を生成する。情報提供部４は、この走行時間
が通常走行より長時間のとき渋滞と判断し、区間情報を
車車間通信部２を介して他車両へ発信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載され、他車両との間で情報を送受信する車車間通信装置において、
　自車両の周辺に存在する他車両を特定する近接車両認識部と、
　前記近接車両認識部が特定した他車両との間で通信する車車間通信部と、
　前記車車間通信部を介して他車両より情報を取得する情報取得部と、
　自車両の位置情報および当該位置を通過した時刻情報を取得する車両状態情報取得部と
、
　前記情報取得部が他車両より取得した情報から任意の２地点の位置情報および当該２地
点を通過した時刻情報を抽出すると共に、前記車両状態情報取得部が取得した情報から任
意の２地点の位置情報および当該２地点を通過した時刻情報を抽出する取得情報解析部と
、
　前記取得情報解析部が抽出した任意の２地点の位置情報および時刻情報をペアにして記
憶する情報蓄積部と、
　前記情報蓄積部から任意の２地点の位置および当該２地点を走行するのに要した走行時
間の情報を生成する情報抽出部と、
　前記情報抽出部が生成した情報を他車両に提供するフォーマット形式にした区間情報を
生成する情報合成部と、
　前記情報合成部が生成した区間情報を前記車車間通信部を介して他車両へ提供する情報
提供部とを備えることを特徴とする車車間通信装置。
【請求項２】
　前記情報提供部は、生成された区間情報に含まれる２地点の走行時間が、正常な走行状
態のときに要する走行時間の範囲を超える場合、渋滞が発生していると判断して当該区間
情報を他車両へ提供することを特徴とする請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項３】
　前記車両状態情報取得部は、自車両の車速情報を取得し、
　前記情報抽出部および前記情報合成部は、前記車両状態情報取得部が取得した車速情報
に基づいて、前記自車両が所定速度以下になると、区間情報を生成することを特徴とする
請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項４】
　前記近接車両認識部は、前記情報取得部が受信した他車両からの送受信要求に含まれる
位置情報と、他車両特定用に取得した一意に車両を識別できる識別情報とを対応付けて、
自車両に最も近い位置に存在する他車両を特定することを特徴とする請求項１記載の車車
間通信装置。
【請求項５】
　前記近接車両認識部は、自車両周辺の撮像画像よりナンバプレートを認識して、自車両
に最も近い位置に存在する他車両を特定することを特徴とする請求項１記載の車車間通信
装置。
【請求項６】
　前記情報取得部は、自車両の前方または側方にある他車両であって前記近接車両認識部
が特定した他車両より送信要求を受けた場合、前記車車間通信部を介して当該他車両から
区間情報を取得することを特徴とする請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項７】
　前記取得情報解析部は、他車両より取得した情報が既に前記情報蓄積部に記憶された情
報と同じか否かを判断し、同じでない場合に前記情報蓄積部に記憶することを特徴とする
請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項８】
　前記取得情報解析部は、他車両より取得した情報が送信された時刻およびデータサイズ
のいずれか一方、またはその両方に基づいて、既に前記情報蓄積部に記憶された情報と同
じか否かを判断することを特徴とする請求項７記載の車車間通信装置。
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【請求項９】
　前記取得情報解析部は、他車両より取得した情報に含まれる位置情報が自車両の現在地
から所定の範囲内か否か、および当該情報に含まれる時刻情報の時刻と現在時刻との差が
所定の範囲内か否かを判断し、どちらも範囲内と判断した場合に前記情報蓄積部に記憶す
る候補とすることを特徴とする請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項１０】
　前記取得情報解析部は、他車両より取得した情報であって前記情報蓄積分に記憶する候
補と判断した情報を、既に前記情報蓄積部に記憶された情報と比較して、前記情報蓄積部
の情報をより新しい情報に更新することを特徴とする請求項９記載の車車間通信装置。
【請求項１１】
　前記情報蓄積部に記憶された情報が一定時間を経過した場合、当該情報を消去する周期
管理部を備えることを特徴とする請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項１２】
　前記周期管理部は、前記経過時間の判断に加えてまたは代えて、前記情報蓄積部に記憶
された情報に含まれる位置情報が自車両の現在地を含む所定範囲外になった場合、当該情
報を消去することを特徴とする請求項１１記載の車車間通信装置。
【請求項１３】
　前記車車間通信部は、他車両に搭載された車車間通信装置と直接通信することを特徴と
する請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項１４】
　前記車車間通信部は、路面上の通信機器を中継して、他車両に搭載された車車間通信装
置と通信することを特徴とする請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項１５】
　前記車車間通信部は、複数の車両をホップして、他車両に搭載された車車間通信装置と
通信することを特徴とする請求項１記載の車車間通信装置。
【請求項１６】
　請求項１から請求項１５のうちのいずれか１項記載の車車間通信装置を搭載した車載ナ
ビゲーション装置であって、他車両から受信した区間情報を複数組み合わせて、任意の地
点に到達するまでに要する時間を予測することを特徴とする車載ナビゲーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、渋滞等の判断に用いる情報を車車間通信により他車両との間で送受信する
車車間通信装置、およびこれを搭載した車載ナビゲーション装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車車間で通信する方法としては、例えばＥＴＣシステム（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ
　Ｔｏｌｌ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ）の通信装置を利用し、個人認証用の
ＩＤ情報に基づいて特定の車両に対してのみ限定して車車間通信を行う方法がある（例え
ば、特許文献１参照）。しかしながら、渋滞情報のように秘匿する必要のない情報を通信
する場合、特許文献１の方法で特定車両とのみ通信することに意味はない。また、特定の
地点までの走行時間を知りたいような要求に応えるための技術は示唆も開示もない。
【０００３】
　また例えば、広域無線通信網を利用して車両とセンタサーバの間で情報を送受信するテ
レマティクスサービスなどにおいて、車車間通信を補助的に利用する例がある（例えば、
特許文献２参照）。特許文献２にかかる車載情報収集装置は、車車間通信を介して、他車
両がセンタサーバへ送出したデータを取得して、同じデータは送出せず異なるデータのみ
センタサーバへ送出する。そして、車両から送出されたデータを元にセンタサーバで渋滞
発生等を判定し、各車両へ通知する。ただし、この特許文献２では、車車間でどのように
データを保持するかという点に関して示唆も開示もされておらず、また、車両側で渋滞の
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発生等を判断することもできない。
【０００４】
　これに対し、車両側で渋滞発生などの道路状況を判断する方法として、例えば特許文献
３～５がある。
　特許文献３に係る車車間通信システムは、車車間通信を利用して、駐車場入り口から始
まる渋滞の先頭車両から自車両まで間の車両で目的地情報をリレーし、ホップ数などに応
じて目的地までの渋滞を判定する。このシステムは駐車場という特性上、駐車場入り口に
到達までに要する時間が分かるわけではなく、自車両が先頭から何台目かという情報しか
分からない。また、車両がシステムに目的地を設定している場合に限り、車車間通信での
情報伝播が可能である。そのため、車両側で目的地までの走行時間を知ることはできず、
また、目的地設定などがされていない場合はそもそも渋滞などの情報を知ることができな
い。さらに、目的地に到る経路上の途中の任意地点までの走行時間を知ることもできない
。
【０００５】
　また、特許文献４に係る車両運行管理装置は、予め決まった経路を通る車両間で、車車
間通信を利用して先行車両の情報を後続車両に伝播することにより、渋滞有無など道路の
状況を周知する。この方法は、バスおよびトラックなど決まった経路を走る車両には有効
な手法であるが、目的地もばらばらで経路を設定しているかどうかも分からないような一
般の車両にどう対応するかについては何ら示唆も開示もされていない。よって、上記特許
文献３と同様の問題がある。
【０００６】
　また、特許文献５に係るナビゲーション装置は、すれちがい通信を使って、対向車線を
走る車両を中継して自車両後方の車両に対して渋滞情報を送信する。こうすることにより
、情報を受け取った車両が各方面で情報をばらまき、後方の様々な車両に配布できる特徴
がある。しかし、すれちがう都度、通信を行っていたのでは通信量が増えてしまうことに
なりかねない。また、違う車両から同じ情報を受け取った場合、および車両毎に違う情報
を受け取った場合に、それらの情報をどのように扱うかまでは示唆も開示もされていない
。
【０００７】
　その他にも、車車間通信のための技術として、例えば、複数の車両から同時に通信を要
求された場合に、情報送信元の種別、通信方法、通信速度、自車両との位置関係、移動状
態などによって、通信相手を適切に選択する例がある（例えば、特許文献６参照）。また
、車車間通信の受信可能範囲にある車両同士でグループを形成してしまうことにより、グ
ループ内の代表車両のみがＧＰＳ（Ｇｒｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ）等の位置情報取得の装置を備えれば足りるようにして、コストを安く実現する例があ
る（例えば、特許文献７参照）。ただし、これらの特許文献６，７は車車間通信で送受信
した情報の使い方などに関しては何ら示唆も開示もされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－２４４９２８号公報
【特許文献２】特開２００７－２４９４７３号公報
【特許文献３】特開２００９－１７５９５６号公報
【特許文献４】特開２００３－６７８５号公報
【特許文献５】米国特許公開第５４２８５４４号
【特許文献６】特開２００７－３１８３５３号公報
【特許文献７】特表２００１－５２３８７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　従来の車車間通信装置は以上のように構成されているので、目的地および経路が同じ車
車間であれば、車車間通信を利用して得た情報からその目的地に到達するまでに要する時
間を予測することは可能であるが、目的地途中の任意の地点に到達するまでに要する時間
を予測することができないという課題があった。
　また、車両がすれ違う都度通信しては、通信量が増大するという課題もあった。
【００１０】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、任意の地点に到達す
るまでに要する走行時間を予測するために必要な情報を、目的地が定まっていなかったり
異なったりする車両間でやり取りすることのできる車車間通信装置を提供することを目的
とする。また、この車車間通信装置が取得した情報を用いて任意の地点に到達するまでに
要する走行時間を予測する車載ナビゲーション装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明に係る車車間通信装置は、自車両の周辺に存在する他車両を特定する近接車両
認識部と、近接車両認識部が特定した他車両との間で通信する車車間通信部と、車車間通
信部を介して他車両より情報を取得する情報取得部と、自車両の位置情報および当該位置
を通過した時刻情報を取得する車両状態情報取得部と、情報取得部が他車両より取得した
情報から任意の２地点の位置情報および当該２地点を通過した時刻情報を抽出すると共に
、車両状態情報取得部が取得した情報から任意の２地点の位置情報および当該２地点を通
過した時刻情報を抽出する取得情報解析部と、取得情報解析部が抽出した任意の２地点の
位置情報および時刻情報をペアにして記憶する情報蓄積部と、情報蓄積部から任意の２地
点の位置および当該２地点を走行するのに要した走行時間の情報を生成する情報抽出部と
、情報抽出部が生成した情報を他車両に提供するフォーマット形式にした区間情報を生成
する情報合成部と、情報合成部が生成した区間情報を車車間通信部を介して他車両へ提供
する情報提供部とを備えるようにしたものである。
【００１２】
　この発明に係る車載ナビゲーション装置は、上記車車間通信装置を搭載し、他車両から
受信した区間情報を複数組み合わせて、任意の地点に到達するまでに要する時間を予測す
るものである。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明によれば、自車両が取得した任意の２地点の位置と時刻の情報と、他車両より
車車間通信で受信した任意の２地点の位置と時刻の情報とに基づいて、任意の２地点の走
行時間を含む区間情報を生成して他車両へ提供するようにしたので、任意の地点に到達す
るまでに要する走行時間を予測するために必要な情報を、目的地が定まっていなかったり
異なったりする車両間でやり取りできる車車間通信装置を提供することができる。
【００１４】
　この発明によれば、車車間通信装置が他車両から受信した区間情報を複数組み合わせる
ことにより、任意の地点に到達するまでに要する走行時間を予測する車載ナビゲーション
装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明の実施の形態１に係る車車間通信装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係る渋滞情報周知システムの概要を説明する図である。
【図３】実施の形態１に係る車車間通信装置の情報生成の動作を示すフローチャートであ
る。
【図４】実施の形態１に係る車車間通信装置の情報提供の動作を示すフローチャートであ
る。
【図５】実施の形態１に係る車車間通信装置の情報取得の動作を示すフローチャートであ
る。
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【図６】実施の形態１に係る車車間通信装置の情報解析の動作を示すフローチャートであ
る。
【図７】実施の形態１に係る車車間通信装置が取得する区間情報、および情報蓄積部に蓄
積した特定地点情報の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
実施の形態１．
　図１に示す車車間通信装置（車両間通信装置、車々間通信装置とも言う）１は、車両に
搭載され、自車両と他車両との間で車車間通信を実施する装置であり、車車間通信部２、
情報取得部３、情報提供部４、車両状態情報取得部５、取得情報解析部６、情報蓄積部７
、周期管理部８、情報抽出部９、情報合成部１０、近接車両認識部１１から構成される。
　この車車間通信装置１はナビゲーション装置などの車載情報機器に適用され、この車載
情報機器が、車車間でやり取りした情報を用いて渋滞等の道路状況および目的地到着の予
測時刻をユーザに提示する。なお、図１では図示を省略するが、車載情報機器は、通常の
カーナビゲーション装置のように、タッチパネルおよびディスプレイのような入出力装置
、ならびに地図情報記憶装置などを具備する。
【００１７】
　自車両の車車間通信装置１と他車両の車車間通信装置１との間で行う車車間通信の方式
としては、例えば７００ＭＨｚ帯の通信帯域を用いて車車間通信装置１，１の間で直接通
信する方式、路側上のＤＳＲＣ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｓｈｏｒｔ　Ｒａｎｇｅ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）方式の通信路を経由して他車両の車車間通信装置１と通信する
方式、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を用いて複数の車車間通信
装置１を中継（ホップ）して通信する方式など、様々な方式があり、どのような方式を利
用してもよい。また、車車間の通信路を実現するプロトコルは、例えばＴＣＰ／ＩＰ（Ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ／Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）上のＦＴＰ（Ｆｉｌｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）のように
情報を転送できるものであればよい。
【００１８】
　上述した車車間通信機能を実現するために、車車間通信装置１は下位レイヤのハードウ
ェアである車車間通信部２と、上位レイヤのソフトウェアモジュールである情報取得部３
および情報提供部４とからなる階層構造を有する。車車間通信を実際に行う下位レイヤの
車車間通信部２により上記プロトコルが動作し、情報取得部３および情報提供部４は情報
送受信の要求に応じて他車両の車車間通信装置１との間で区間情報を送受信する。区間情
報の詳細は後述する。他車両から取得した区間情報は、情報取得部３によって車車間通信
装置１の内部に取り込まれる。また、自車両が生成した区間情報は、情報提供部４が車車
間通信部２を通じて他車両へ送信する。
【００１９】
　車両状態情報取得部５は、例えば自車両の速度情報、ＧＰＳの位置情報といった車両状
態情報を、車載機器から取得するためのインタフェースモジュールである。この車両状態
情報取得部５は、自車両の位置情報、その位置情報を取得した時刻情報、速度情報より算
出した平均車速情報などを車両状態情報として取得情報解析部６へ出力する。
【００２０】
　取得情報解析部６は、情報取得部３を通じて他車両より取得した区間情報、および車両
状態情報取得部５を通じて取得した自車両の車両状態情報を解析して、特定の地点につい
てその位置情報とその地点を通過した時刻情報とをペアにした特定地点情報を生成し、情
報蓄積部７へ出力する。
　情報蓄積部７は、取得情報解析部６が生成した特定地点情報を蓄積する。周期管理部８
は、情報蓄積部７が蓄積している特定地点情報を周期的または定期的に確認して、一定時
間を超えて古くなった情報、および現在地より一定距離以上離れた地点に関する情報のい
ずれか一方、またはその両方を、時間的および位置的に意味をなさなくなった不要な情報
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と判断して削除する。
【００２１】
　情報抽出部９は、情報蓄積部７に蓄積されている特定地点情報の中から、他車両に提供
する情報を抽出する。例えば、特定の２地点に関して特定地点情報を抽出し、この地点か
ら別の地点までの走行に要した時間（以下、走行時間）を求める。情報合成部１０は、情
報抽出部９が抽出した特定の２地点とその走行時間との情報を複数合成し、さらに合成時
（または送信時）の時刻情報（タイムスタンプ）を付与して、車車間通信用のフォーマッ
ト形式にする。この情報は、区間情報として、情報提供部４を通じて他車両へ送信される
。
【００２２】
　一般に無線通信では通信相手となる他車両が自車両に対してどの位置にいるか分かりに
くいことが多いが、本実施の形態１の車車間通信においては、後述するように、通信相手
となる他車両の位置を特定する必要がある。そこで、近接車両認識部１１により通信相手
となる車両の位置を確認して、区間情報を送受信できるようにする。
　この近接車両認識部１１は、例えば、カメラ等のセンサにより構成され、自車両周辺に
他の車両が存在しないことを確認したり、カメラで撮像した周辺画像からナンバプレート
など固有の車両情報を読み取って通信時に他車両との間でナンバを交換することにより通
信相手の車両を確認したりすればよい。
　または、近接車両認識部１１は、通信時に位置情報を交換することにより自車両との位
置関係を確認してもよい。
　さらに近接車両認識部１１は、車両の位置情報とナンバ、車両固有のＩＤ等の車両識別
情報とを関係付けて、自車両から最も近い位置に存在する車両を特定してもよい。
【００２３】
　ここで、本実施の形態１に係る渋滞情報周知システムの概要を説明する。
　図２は、車車間通信装置１を搭載した車両同士の通信により実現する、渋滞情報周知シ
ステムの概要を説明する図である。車両１００～１０４はそれぞれ車車間通信装置１を搭
載しており、車両１００，１０１、車両１０２，１０３、車両１０２，１０４の間の各通
信路１１１，１１３，１１４上に上述したようなプロトコルが動作し、それぞれの車車間
で通信が行われることになる。例えば、車両１００が地点Ｃ（交差点）に到達した時点で
、この車両１００が辿った経路Ａ→Ｂ→Ｃに沿って、地点Ａから地点Ｂ（交差点）、およ
び地点Ｂから地点Ｃに到達するまでに要した走行時間等の区間情報を、後方の車両１０１
に対して通信路１１１により発信する。
　車両１０１は、前方の車両１００から受け取った区間情報と自車両１０１で蓄積した情
報とに基づき作成した区間情報を、後方の車両に対して発信する。間の車両を中継して、
通信路１１２より区間情報を受信すると、車両１０２は、同じように区間情報を作成して
斜め後方の車両１０３に対して通信路１１３より発信する。また、この車両１０２は、対
向車線側の車両１０４との間で通信路１１４により区間情報をやり取りする。
　これにより、車両１００が後方車両１０１～１０４に対して区間情報を周知することが
できる。
【００２４】
　以下、図３に示すフローチャートを用いて、車車間通信装置１の情報生成フローを説明
する。
　取得情報解析部６は、車両状態情報取得部５が取得する速度情報に基づいて、自車両が
停止（または一定速度以下）になるまで待機し（ステップＳＴ１）、自車両が停止（また
は一定速度以下）になると車両状態情報取得部５が出力する現在位置、現在時刻などの情
報から特定地点情報を生成し、情報蓄積部７に蓄積する（ステップＳＴ２）。
　図２の例であれば、車両１００が地点Ａ～Ｃでそれぞれ停車するので、地点Ａで停車し
たときに地点Ａを示す位置情報と停車した時刻の情報をペアにした特定地点情報を生成し
、また、地点Ｂで停車したときに地点Ｂを示す位置情報と停車した時刻の情報をペアにし
た特定地点情報を生成して、さらに、地点Ｃで停車したときに地点Ｃを示す位置情報と停
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車した時刻の情報をペアにした特定地点情報を生成し、それぞれ情報蓄積部７に蓄積する
。
【００２５】
　ステップＳＴ３にて、情報抽出部９が情報蓄積部７に既に蓄積されていた特定地点情報
を解析し、他車両へ発信すべき情報を抽出する。
　例えば、車両１００が地点Ｂで停車している場合には既に情報蓄積部７に蓄積されてい
る地点Ａ，Ｂの各特定地点情報が抽出されることになり、車両１００が地点Ｃで停車して
いる場合には地点Ａ～Ｃの各特定地点情報が抽出されることになる。
【００２６】
　ただし、周期管理部８の周期的または定期的な動作により、一定時間を超えた古い情報
は情報蓄積部７から削除される。そのため、例えば地点Ａの特定地点情報に含まれる時刻
情報が古くなれば、この特定地点情報は情報蓄積部７から削除され、地点Ｂおよび地点Ｃ
の特定地点情報が残ることになる。
　これに代えて、またはこれに加え、周期管理部８の周期的または定期的な動作により、
一定距離以上離れた情報は情報蓄積部７から削除される。そのため、例えば地点Ａの特定
地点情報に含まれる位置情報が現在地から離れれば、この特定地点情報は情報蓄積部７か
ら削除され、地点Ｂおよび地点Ｃの特定地点情報が残ることになる。
【００２７】
　ステップＳＴ４にて、情報合成部１０が、情報抽出部９の抽出した情報を所定フォーマ
ット化し、他車両に発信すべき区間情報を生成する。
　例えば、車両１００が地点Ｂで停車している場合には地点Ａ，Ｂの各特定地点情報より
、自車両が地点Ａから地点Ｂへ到達するのに要した走行時間がＸ時間であり、地点Ｂ到達
時刻が時刻Ｙであったという区間情報が生成されることになる。また、車両１００が地点
Ｃで停車している場合には地点Ａ～Ｃの各特定地点情報より、地点Ａから地点Ｂへ到達す
るのに要した走行時間がＸ時間であり、地点Ｂ到達時刻が時刻Ｙであったという情報に加
えて、地点Ａから地点Ｃへ到達するのに要した時間と、地点Ｂから地点Ｃへ到達するのに
要した走行時間と、地点Ｃ到達時刻とが含まれた区間情報が生成されることになる。
　ただし、後述する処理（図４に示すステップＳＴ１４）により他の複数車両から得た区
間情報と比較して特定地点へ到達するのに要する時間がかかりすぎている場合には、この
区間情報を削除する。これは例えば車両が一定時間駐車場に停車するなどして、渋滞は発
生していないが停車していたような場合に該当する。この削除処理は、情報提供部４が行
ってもよいし、周期管理部８が行ってもよい。
【００２８】
　ステップＳＴ５にて、情報提供部４は、区間情報を他車両へ発信する前に、特定地点間
を走行するのに要した走行時間が通常の走行状態で要する時間と同じ程度か否か確認し、
他車両に発信すべき情報か否かを判定する。
　例えば、車両１００が地点Ａから地点Ｂに到達するのに要した時間を、地点ＡＢ間の距
離と平均的な時速などの情報から通常の走行状態時に要する走行時間と比較して、時間が
かかりすぎているような場合には渋滞の可能性があるため、他車両へ区間情報を発信する
と判定する（ステップＳＴ５“ＹＥＳ”）。この場合、情報提供部４は、続くステップＳ
Ｔ６にて情報提供フローを実施する。情報提供フローの詳細は後述する。
　一方、通常の走行状態とみなすことができれば、渋滞の可能性が低いため、他車両へ区
間情報を発信する必要はないと判定する（ステップＳＴ５“ＮＯ”）。この場合、ステッ
プＳＴ１に戻り、次の停止（または一定速度以下）を待つ。
【００２９】
　なお、上記説明では、ステップＳＴ１にて自車両が停止（または一定速度以下）になる
まで情報生成フローを待機するようにしたが、これに限定されるものではなく、ステップ
ＳＴ１を省略しステップＳＴ２～ＳＴ５の処理を繰り返し行ってもよい。
【００３０】
　次に、図４に示すフローチャートを用いて、自車両の車車間通信装置１から他車両への
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情報提供フローを説明する。
　近接車両認識部１１は先ず、自車両の周辺に他車両が存在するか否かを確認する（ステ
ップＳＴ１１）。この処理は、例えば、近接車両認識部１１がカメラ等のセンサを利用し
て他車両の存在を確認してもよいし、車車間通信の電波を利用してやり取りされるハロー
パケットのような仕組みを利用して他車両の存在を確認してもよい。
【００３１】
　近接車両認識部１１は続いて、他車両存在確認の結果に基づき、自車両の前方に他車両
が存在するか否かを判定する（ステップＳＴ１２）。なお、近接車両認識部１１がハロー
パケットのような仕組みを利用する場合には、ハローパケット中に位置情報も含めておく
ことにより、他車両が前方にあるか後方にあるか判定できる。もちろん、カメラ等のセン
サを利用しても位置関係を判定できる。
【００３２】
　他車両が自車両前方にあれば（ステップＳＴ１２“ＹＥＳ”）、続いて情報取得部３が
、この他車両から受信要求があるか否かを確認する（ステップＳＴ１３）。受信要求があ
る場合には（ステップＳＴ１３“ＹＥＳ”）、情報取得部３は、前方の他車両からの区間
情報を優先して受信し（ステップＳＴ１４）、後述する情報解析フローにより区間情報を
解析した結果を情報蓄積部７に蓄積する（ステップＳＴ１５）。
【００３３】
　そして、図３に示したステップＳＴ３に戻り、上記説明と同様に情報抽出部９が情報蓄
積部７から各地点の特定地点情報を抽出し、情報合成部１０がこれら特定地点情報から区
間情報を生成し（ステップＳＴ４）、再びステップＳＴ５，ＳＴ６へと進む。このとき抽
出された特定地点情報には、前方の車両より取得した新たな特定地点情報も含まれること
となる。
【００３４】
　一方、自車両前方に他車両が存在しない場合（ステップＳＴ１２“ＮＯ”）、または、
自車両前方に存在する他車両から受信要求がない場合（ステップＳＴ１３“ＮＯ”）、近
接車両認識部１１は続いて、他車両存在確認の結果に基づき、自車両の前方以外の方向（
例えば斜め前方、両側方、後方および斜め後方）に他車両が存在するか否かを判定する（
ステップＳＴ１６）。他車両の位置は上記ステップＳＴ１２と同様の方法で判定すればよ
い。
【００３５】
　他車両が自車両の周囲に存在すれば（ステップＳＴ１６“ＹＥＳ”）、続いて情報提供
部４は、その他車両に対して一定時間内に区間情報を送信済みか否か確認する（ステップ
ＳＴ１７）。例えば１分前に区間情報を送信しているのであれば、同じ情報を再度送信す
ることになるので意味がないためである。一定時間内に送信済みであれば（ステップＳＴ
１７“ＹＥＳ”）、区間情報を送信することなく情報提供フローを終了し、一定時間内に
送信していなければ（ステップＳＴ１７“ＮＯ”）、情報提供部４は車車間通信部２を通
じて他車両へ情報提供の要求を出し、区間情報を送信する（ステップＳＴ１８）。
　なお、情報提供部４は、近接車両認識部１１が取得した車両のナンバプレートまたはＩ
Ｄなどの車両識別情報を使用して、所定位置に存在する他車両を一意に決定する。
　また、自車両の周囲に複数の他車両が存在する場合、情報提供部４はステップＳＴ１６
～ＳＴ１８を他車両の数だけ繰り返し、後方および両側方それぞれの他車両に区間情報を
送信する。このとき、特に自車両に対して斜め右前方または斜め左前方に位置する対向車
への区間情報提供を優先して行う。
【００３６】
　一方、他車両が自車両の周囲に存在しない場合（ステップＳＴ１６“ＮＯ”）、区間情
報を送信することなく情報提供フローを終了する。あるいは再びステップＳＴ１１から処
理を繰り返すことにより、自車両が停止（または一定速度以下）の期間に別の車両が近く
に来るのを待って区間情報を送信してもよい。
【００３７】
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　次に、図５に示すフローチャートを用いて、他車両の車車間通信装置１から自車両の車
車間通信装置１へ提供された情報の取得フローを説明する。この情報取得フローは、自車
両の走行状態によらず、即ち上述の情報生成・提供フローのように自車両の停止（または
一定速度以下）を待たずに、常時、一定周期で行うものとする。
　情報取得部３が他車両からの送信要求を待ち（ステップＳＴ２１）、送信要求があると
続いて近接車両認識部１１がその送信要求を発した他車両を特定し、車車間通信部２を介
して区間情報を受信する（ステップＳＴ２２）。車両の特定は、図４に示したステップＳ
Ｔ１１，ＳＴ１２等と同様の方法で行えばよく、例えば周囲の車両をハローパケットの位
置情報と固有の車両識別情報から特定する。
　なお、本実施の形態１では、特定した他車両が、自車両の前方（斜め前方を含む）に存
在するか左右側方に存在する場合にその車両から区間情報を受信することとし、後方（斜
め後方を含む）に存在する場合は受信しない。
【００３８】
　続いて取得情報解析部６が、受信した区間情報の解析を行い、解析結果を情報蓄積部７
へ蓄積する（ステップＳＴ２３）。他車両から取得した区間情報の解析例は後述する。そ
して、再びステップＳＴ２１に戻り、次の送信要求がくるのを待つ。
【００３９】
　次に、図６に示すフローチャートを用いて、他車両から受信した区間情報の解析フロー
を説明する。
　取得情報解析部６は、情報取得部３が他車両から受信した区間情報を取得すると共に、
情報蓄積部７に既に蓄積されている特定地点情報を読み出し（ステップＳＴ３１）、両情
報を比較する（ステップＳＴ３２）。
【００４０】
　図７（ａ）に他車両から受信した区間情報の一例を示す。この情報によれば、他車両は
地点Ａに１０：００に到着、地点Ｂに１０：２０に到着、地点Ｃに１０：４０に到着し、
この区間情報を生成および送信した１０：４３でもまだ地点Ｃにいることを示している。
なお、図７（ａ）では、地点と時刻をペアにした区間情報の例を示し走行時間は暗示的で
あるが、これに限定されるものではなく、地点と時刻に加えて地点間の走行時間を明示的
に含んだ区間情報であってもよい。
　また、図７（ｂ）に情報蓄積部７に蓄積されている特定地点情報の一例を示す。この情
報によれば、自車両または他の他車両は地点Ａに１０：１０に到着し、地点Ｂに１０：２
８に到着し、地点Ｃに１０：４５に到着し、現時刻である１０：４６にもまだ地点Ｃにい
ることを示している。
　取得情報解析部６は、図７（ａ）および図７（ｂ）の時刻情報を比較して、図７（ｂ）
の情報のほうがより時間的に新しい情報と判断する。
【００４１】
　また、図７（ｃ）に情報蓄積部７に蓄積されている特定地点情報の別の例を示す。この
情報は、図７（ａ）に示す区間情報と同じ情報であり、別経路で（例えば、別の車両をホ
ップして、または路面上の通信機器を経由して）同じ情報が既に自車両に届いていたと判
断できる。
　同じ情報か否かの判断は、区間情報の送信時刻を示すタイムスタンプおよびデータサイ
ズのいずれか一方、またはその両方を情報蓄積部７に蓄積された特定地点情報の生成時刻
を示すタイムスタンプおよびデータサイズのいずれか一方、またはその両方と比較すれば
よい。
　なお、受信した区間情報により情報蓄積部７を更新するか否かを判断する前の段階で、
受信した区間情報の取捨選択を行っても良い。取得情報解析部６は、例えば、受信した区
間情報に含まれる地点が自車両の現在地から所定の範囲内か否かを判断すると共に、この
区間情報に含まれる地点とペアの時刻の情報（または、この区間情報を生成した時刻の情
報、送信時刻の情報などでもよい）と現在時刻の差が所定の範囲内か否かを判断し、どち
らも範囲内と判断した場合に更新の候補とし、候補と判断した区間情報のみ、情報蓄積部
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７に蓄積されている情報か否か、時間的に新しい情報か否かなどの条件を判断して、情報
蓄積部７を更新するようにしてもよい。
【００４２】
　取得情報解析部６は、受信した区間情報が、情報蓄積部７に蓄積されていない新たな情
報か、または情報蓄積部７に蓄積されている特定地点情報より時間的に新しい情報と判断
すると（ステップＳＴ３２“ＹＥＳ”）、その区間情報を情報蓄積部７に蓄積する（ステ
ップＳＴ３３）。なお、区間情報を情報蓄積部７に蓄積する場合、差分のみ追加してもよ
いし、情報蓄積部７の情報全てを置き換えてもよい。
　一方、受信した区間情報が、情報蓄積部７に蓄積されている情報と同じ情報か、または
情報蓄積部７に蓄積されている特定地点情報より時間的に古い情報と判断すると（ステッ
プＳＴ３２“ＮＯ”）、その区間情報を廃棄する（ステップＳＴ３４）。
【００４３】
　このように、自他車両から得たある地点とその到達時刻の情報を区間毎に区切った区間
情報にして通信するため、目的地および経路の異なる車両から得た区間情報であってもこ
の情報を用いて自車両の情報蓄積部７を更新できる。そのため、情報蓄積部７の情報を最
新の情報に保つことができる。また、区間情報は、複数の車両が停止したときに送受信さ
れるため、特定の地点として交差点を表す区間情報が多くなり、交差点毎の特定地点情報
が作成されやすくなる。また、車両が少なく区間情報が発生しない場合は渋滞がないこと
を示し、車両が多くても渋滞がない場合は区間情報の発生量が少なくなる。
【００４４】
　また、たまたま複数の車両が、同時に路側の駐車帯に停止した場合は、車両が動かない
ため、それ以上の区間情報の送受信がない。よって、それら各車両の情報蓄積部７に蓄積
された特定地点情報は古くなって消える。一方、それら停止中の車両を追い抜いていく車
両があれば追い抜いていく車両同士で車車間通信して区間情報を前方車両または後方車両
へ送受信していくので、停車中の車両から時間的に誤った内容の区間情報を伝播すること
はない。
【００４５】
　さらに、周期管理部８が周期的に、情報蓄積部７から特定地点情報を読み出し、時刻を
参照して一定時間より古い情報を廃棄するので、古い情報を信頼することがなくなる。古
い情報を廃棄するのは、渋滞しているのであれば区間情報が発生するので情報蓄積部７が
更新されるはずで、更新されず情報が古くなるということは区間情報が新たに発生してい
ないと考えられるからである。
【００４６】
　また、車車間通信装置１は、車両が停止（または一定速度以下）のときにのみ区間情報
を発信するため、通常走行に近い状態では発信せず、通信量を抑制できる。また、区間情
報が通信されている状態は渋滞発生を表すことになる。そのため、この車車間通信装置１
を搭載したナビゲーション装置は、例えば経路案内中に目的地までの経路上の地点に関し
て区間情報を受信した場合、ユーザへ、経路上に渋滞が発生していることを提示すればよ
い。これにより、各車両が車車間通信により渋滞情報を周知できる。
　また、情報蓄積部７に蓄積した情報を用いて目的地到達までに要する時間または到着時
刻を予測することもできる。例えば、ナビゲーション装置は、他車両から受信した区間情
報を用いて更新される情報蓄積部７から、経路上にある各地点に相当する特定地点情報を
抽出し、それらの走行時間を積算していくことにより時間または時刻を予測できる。
　さらに、目的地までの時間予測に限らず、その途中の地点までの時間予測なども可能で
あり、特定地点情報を自由に活用することができる。
【００４７】
　このように、車車間通信装置１を搭載したカーナビゲーション装置は、広域網などを使
うことなく、車車間通信で区間情報を取得して特定の地点までの移動時間の予測を正確に
行うことができる。
【００４８】
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　以上より、実施の形態１によれば、車車間通信装置１は、自車両の周辺に存在する他車
両を特定する近接車両認識部１１と、近接車両認識部１１が特定した他車両との間で通信
する車車間通信部２と、車車間通信部２を介して他車両より区間情報を取得する情報取得
部３と、自車両の位置情報および当該位置を通過した時刻情報を取得する車両状態情報取
得部５と、情報取得部３が他車両より取得した情報から任意の２地点の位置情報および当
該２地点を通過した時刻情報を抽出すると共に、車両状態情報取得部５が取得した情報か
ら任意の２地点の位置情報および当該２地点を通過した時刻情報を抽出する取得情報解析
部６と、取得情報解析部６が抽出した任意の２地点の位置情報および時刻情報をペアにし
て記憶する情報蓄積部７と、情報蓄積部７から任意の２地点の位置および当該２地点を走
行するのに要した走行時間の情報を生成する情報抽出部９と、情報抽出部９が生成した情
報を他車両に提供するフォーマット形式にした区間情報を生成する情報合成部１０と、情
報合成部１０が生成した区間情報を車車間通信部２を介して他車両へ提供する情報提供部
４とを備えるように構成した。このため、任意の地点に到達するまでに要する走行時間を
予測するために必要な情報を、目的地が定まっていなかったり異なったりする車両間でや
り取りできる。
【００４９】
　また、実施の形態１によれば、情報提供部４は、生成された区間情報に含まれる２地点
の走行時間が、正常な走行状態のときに要する走行時間の範囲を超える場合、渋滞が発生
していると判断して当該区間情報を他車両へ提供するように構成した。このため、目的地
が定まっていなかったり異なったりする車両間で区間情報を送受信することで渋滞を周知
できる。
【００５０】
　また、実施の形態１によれば、車両状態情報取得部５が自車両の車速情報を取得し、情
報抽出部９および情報合成部１０が、車両状態情報取得部５の取得した車速情報に基づい
て、自車両が所定速度以下（即ち、停止または一定速度以下）になると、区間情報を生成
するように構成した。このため、通常走行中は区間情報を送受信せず、通信量を抑制でき
る。
【００５１】
　また、実施の形態１によれば、車載ナビゲーション装置が車車間通信装置１を搭載した
ので、渋滞が発生した区間をユーザに提示することができ、さらに、他車両から車車間通
信により受信した区間情報を複数組み合わせて任意の地点に到達するまでに要する時間を
予測してユーザに提示することもできる。
【００５２】
　なお、本願発明はその発明の範囲内において、実施の形態の任意の構成要素の変形、も
しくは実施の形態の任意の構成要素の省略が可能である。
【符号の説明】
【００５３】
　１　車車間通信装置、２　車車間通信部、３　情報取得部、４　情報提供部、５　車両
状態情報取得部、６　取得情報解析部、７　情報蓄積部、８　周期管理部、９　情報抽出
部、１０　情報合成部、１１　近接車両認識部。
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